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　 一 方， 高 温 超 伝 導 発 見 の 2 年 前 の 1984 年 に




























は電子間の散乱では温度 T の 2 乗に比例する．前





ではフェルミエネルギーが 1 万 K もあるから，常
温 300 K で十分満たされる．準粒子の減衰率が，磁

















































　なぜ，銅酸化物の LSCO の転移温度は YBCO や
Bi2212 などの転移温度に比べて低いのか．
　図１に示すのは鄭さんたちによって得られた転移
温度の d，p ホール依存性を示す実験結果である 3)．
　銅の d ホールと酸素の p ホールをあわせたトータ
ルのドーピングによって転移温度 Tc が決まること
はよく知られている．この論文はそれだけでなく銅
の d ホールの数自体によっても Tc の値が変わるこ
とを示している点が大切である．鄭さんたちの実験
によると銅の d ホールの数がハーフフィルドの 1 個












図 1　Tc を銅の d ホール数と酸素の p ホール数の平面で
表した図．縦軸にそれらの比を横軸にそれらの和をとっ
ている．Tc はトータルのドーピング数に依るが，同じドー
ピング数では d と p ホール数の比が 1 に近い方が Tc が
高く，d ホール数が多くなり，比が 2 に近いと Tc が低








ンブスの卵である．LSCO の Tc のみならず超伝導
ギャップも小さいことからエネルギースケールの問
題であることに気が付いたのである．








例で言うと，LSCO では銅の d 準位が酸素の p 準位
に較べて高く d ホール数が 1 に近い．一方，YBCO
や Bi2212 は銅の d ホールと酸素の p ホールが同じ
ようなエネルギー準位にあり，酸素の p ホールの数









の Tc 以上のスペクトルを見ると，Bi2212 の準粒子






くなり，準粒子のバンド幅が 1000 分の１から 100
分の１になるのと全く同じ原理である．このフェ
ルミ液体としての波動関数の繰り込み効果が LSCO



















図 2　繰り込みを考慮した Tc の計算値．U を大きくすると
相関の強い LSCO では Tc が繰り込みの効果で下がるよう
になる．（文献 4）

















































系 で あ る． 準 2 次 元 金 属 で あ る CeCoIn5 は Tc が
2.3 K の超伝導体であり，一方，3 次元的な CeIn3 は





質量が 100 から 1000 倍も増大した準粒子である．




間の相互作用 Γ で表すと Γ ＝ zU*z = zU となる．準
粒子のバンド幅 W*=zW であるから，バンド幅と相
















System W0 (K) 1/z W=zW0 (K) Tc (K)
Cuprates 5,000 5 1,000 100 
Fe-based 1,000 2 500 50
Heavy fermions 10,000 100~1000 100~10 10~1
Organic 200~500 2~5 100 10
YBCO 5,000 5 1,000 100
LSCO 5,000 10 500 50
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